
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
案
要
綱

第
一

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ

た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の

政
令
で
定
め
る
市
町
村
は
、
そ
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
内
に
あ
る
市
町
村
と
す
る
こ
と
と
す

る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

第
二

法
第
四
章
第
三
節
（
第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
七
条
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
措
置
に
関
す
る
事
務
を

所
掌
す
る
大
臣
は
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
措
置
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
措

置
を
行
う
区
域
及
び
当
該
措
置
の
開
始
の
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
。
当
該
措
置
の
全
部
又
は
一

部
を
完
了
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
条
関
係
）

第
三

法
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
四

十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
第
五
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
地
方



環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
第
四
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
五
十
条
第
二

項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
あ
っ
て
は
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
こ
と
と
す

る
こ
と
。

（
第
三
条
関
係
）

第
四

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

（
附
則
関
係
）


